
昭和５１年９月から発行している「東青 みどりの通信」は今回で丁度第１００号と

なりました。また、この記念すべき年に管内から『田中稔賞』、『青森県農業経営研究

協会賞』及び『青森りんご勲章』の受賞（章）者が輩出されました。

福士武造さん 「田中稔賞」を受賞！
ふくし たけぞう

本県の稲作農業の発展に顕著な業績を上げた個人及び団体を表彰する第３４回（平成２６年）

「田中稔賞」を青森市浪岡の福士武造氏が受賞されました。「田中稔賞」は、早熟耐冷多収品

種「藤坂５号」を育成し、県内外の稲作を冷害・凶作から救った田中稔博士の業績を称え、後

世に伝えるべく創設されたもので、青森県稲作関係で最も権威のある賞です。

これまで東青管内では、第３回の金澤峰太郎さん（青森市内真部）、第４回の石田末廣さん

（旧蟹田町小国）、第２８回の農事組合法人 羽白開発（青森市羽白）及び第３３回の大柳壽憲

さん（青森市高田）が受賞しています。当管内からは、２年連続の受賞となりました。

贈呈式は、田中稔稲作顕彰会の相坂会長をはじめ、知事、青森市長（代理:工藤農林水産部

参事）及び歴代受賞者など多数の関係者が出席する中、平成２６年１２月１０日にホテル青森

にて行われました。この度の受賞は、福士さんが取り組んでいる、①水稲有機栽培の実践、②

水稲乾田直播栽培と大豆の輪作体系の確立、③地下かんがいシステムの開発による低コスト水

稲栽培の確立、④地下かんがいシステムによる効果的かつ容易な水管理の実践などが高く評価

されたものです。

贈呈式で福士さんは、「実践してきた地下かんがいシステムとＶ溝直播栽培の組み合わせは

誰でも１０俵穫れる低コスト稲作技術で、一度やったらやめられない。特に、若い人に技術を

理解し引き継いでもらえるよう指導に力を入れていきたい。」と今後の抱負を述べていました。
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受賞を喜ぶ福士武造さん（中央）、アヤ子さん
（右、妻）、明宏さん（左、長男）

前年度受賞者の大柳さんから花束贈呈



我満 智さん 「青森県農業経営研究協会賞」 を受賞！
がまん さとし

青森市孫内のハウスでミニトマトを５０ａ

栽培する我満智さんが、「第３３回青森県農業

経営研究協会賞」を受賞しました。

この賞は、現在の厳しい農業情勢を乗り切

っていくためユニークで特徴的な取組を行っ

ている農業者や団体を表彰するもので、一般

社団法人青森県農業経営研究協会が主催して

います。

我満さんは、①「全国土の会（事務局 東

京農業大学）」の青森県支部長を務め県が平成

１９年度から始めた「日本一健康な土づくり運動」と連携して、土づくりの重要性を普及させ

たこと、②労働力を必要とするミニトマト栽培で、如何に効率的に収穫できるか常に考え、品

種や作型、仕立て方を工夫していること、③青年就農給付金（準備型）を受給する新規就農者

を積極的に受け入れ、蓬田村の空きハウスを紹介して就農するまで支援していることなどが評

価されました。

東青管内からは、青森市の木立誠さん（平成３年度）、平内町の木立純一さん（平成１２年

度）に続き、３人目の受賞となります。

株式会社 アップルヒル 「青森 りんご勲章 」 を受章！

りんご勲章は、青森県を代表する産物である「りんご」の発展に尽力された方や、りんごに

着目した各種活動により本県のイメージアップに貢献された方の功績を讃えるため、知事が授

与するものです。

平成２６年度は、道の駅なみおかの指定管理者である「株式会社アップルヒル」と、本県産

りんごジュースの販売に貢献した「株式会社ＪＲ東日本ウォータービジネス」が受賞し、授与

式は平成２６年１１月５日に行われました。

株式会社アップルヒルは、平成８年に設立以来、道の駅としての本来の業務である、自動車

運転者への休息場所や情報の提供はもちろんのこと、りんごをはじめとする地域の農産物を生

かした商品開発やイベントの実施により、地域に貢献されてきました。

具体的には、道の駅敷地内にりんご園を整備し、もぎ取り体験や、「冬の林檎園」で観光客

にアピールし、生産したりんごを活用

したレストランでのりんご関連メニュ

ーの提供、アップルパイ等オリジナル

商品の開発、｢雪むろ林檎｣の販売など、

他の道の駅には類を見ない取組により、

県内外にりんごの魅力を発信したこと

が評価されたものです。

今後も、地域振興の核として一層の

活躍が期待されます。 前列左から３人目が株式会社アップルヒル小笠原社長



在来赤かぶの安定生産と需要拡大への取組

当地域では戦前から漬物用の赤かぶとして「筒井紅（つついあか）かぶ」、「笊

石（ざるいし）かぶ」が栽培されてきました。これらは、当地域ならではのも

のであり、また、「伝統野菜」として観光資源への活用が期待されること

から、生産基盤の強化のため、「あおもり伝統野菜研究会」を設立、生産

者の組織化を図るとともに、種子選抜の実施による品質に安定化に取り組

んでいます。また、需要拡大を図るため、地元料理店等での提供を目指し

て、漬物や漬物以外の新たな料理方法の開発に取り組んでおり、２月２０ 筒井紅かぶ

日には消費者等を対象とした試食会を開催しました。

次年度は、栽培マニュアルの作成や料理店でのメニュー提供等、引き

続き、伝統野菜の生産・拡大に取り組むこととしています。

【あおもり伝統野菜研究会の概要】

目的：「筒井紅かぶ」「笊石かぶ」を伝承し、

生産基盤を充実すること

設立：平成２６年８月６日

構成：会長１名、副会長１名、会員５名＋

１産直グループ 笊石かぶ

（事務局：東青農業普及振興室）

※研究会オブザーバー機関：（地独）青森県産業技術センター野菜研究所、ＪＡ青森、青森市

稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）の取組が、平内町で始まりました

水田の有効利用を図るため、平内町の農業経営士である水稲農家や酪農家たちが話し合い、

平成２６年から水田約７．５ｈａで稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）を生産し、乳牛や黒毛和種繁殖牛

の粗飼料への利用が始まりました。

ＷＣＳ用稲の水田活用の直接支払交付金は８万円／１０ａですが、平内町農業再生協議会で

は戦略作物として約１万円加算し、交付金は約９万円／１０ａとなりました。

収穫は農機メーカーへの委託により、平成２６年９月１７日から平内町薬師野地区で行われ

ました。水田畦からの運搬は利用者側の酪農家が行うとのことで、ラッピングされたロールを

酪農家たちがトラックに積載して近くの狩場沢地区へ運搬しました。運搬距離が短く、生産さ

れたＷＣＳは牛にとって良質の粗飼料となり、地域資源の有効利用も図られることから、有意

義な取組となりました。

収穫中のＷＣＳ用稲 乳牛へ給与している稲ＷＣＳ



「農業と福祉とのマッチング活動」を進めています

県では、農業振興における障がい者雇用の可能性を探るため、

農福連携の取組を進めています。今年、青森市の福祉事業所と３

農家の協力を得て障がい者に農作業の体験をしてもらいました。

このうちＡ農家の受入では、１日３時間で３日間に渡り、福祉

事業所から利用者３名と指導員１名が農家に出向き、摘果りんご

を加工用と廃棄用に分別する作業等を行いました。最初は慣れな

いため手こずる場面もみられましたが、すぐに手際よく上手に分別できるようになりました。

この試行は、農業者から労力不足の一助として喜ばれるとともに、福祉側にとっても「農業

への就職」のきっかけづくりとなりました。

新農業経営士、青年農業士、ViC・ウーマン、「あおもり土づくりの匠」
を紹介します

農業経営士 ＶｉＣ・ウーマン

吉 田 勉 さん（蓬田村） 津 川 あや子 さん（青森市）
よしだ つとむ つがわ あ や こ

ＪＡ青森トマト部会東つがる支 ＪＡ女性部や母親クラブを通し

部の部会長を１０年に渡り務め、 て、郷土食や伝統行事を伝えるな

「よもぎたトマト」産地の強化に ど、地域に密着した活動を行って

取り組んでいます。 います。個人では、りんご宅配に

も一部取り組んでいます。

青年農業士

矢 田 康 祐 さん（青森市）
や だ こうすけ

山 本 由美子 さん（平内町）
やまもと ゆ み こ

平成２０年に就農し、りんごを 加工グループでホタテ等を活用

主体とした水稲との複合経営で、 した町の特産品づくりに努めてい

中間台を利用したわい化栽培に取 ます。また、無農薬無肥料栽培を

り組み、省力的で高品質なりんご 実践するなど食を通じた健康づく

生産を実践しています。 りに意欲的に取り組んでいます。

青森土づくりの匠 (畜産部門）

木 立 純 一 さん（平内町） 相 内 直 美 さん（今別町）
きだち じゆんいち あいうち な お み

牛糞と籾殻を十分発酵させた 「いまべつ野菜の会」の事務局

堆肥を生産し、青森県畜産協会 を務め、研修企画や新作物導入を

主催の堆肥品評会で、４回入賞 働きかけています。自らの農業で

しています。健康な土づくりの は、畜産（繁殖牛）も担当し、今

指導的な役割を担います。 別牛の生産に尽力しています。

東青地域県民局 地域農林水産部 （農業普及振興室） が仮移転します

平成２７年６月より、県庁舎耐震・長寿命化改修工事に伴い、 県 庁 青い森

東青地域県民局地域農林水産部（農業普及振興室）は、県庁北棟 公 園

４階から青森フコク生命ビルに仮移転します。

移転先の住所 〒030-0861 青森市長島２丁目１０－３ 青森フコク生命ビル６階


